聖書 が 証 す 


ムハンマド 


が ツラ ッ ラ ニン アラ イ ビ 。 サッ ツラ た 


( 彼 に 平安 が あり ます よう に ) 


WHAT THE BIBLE SAYS ABOUT MUHUMMED (PEACE BE UPON 
HIM) 


グマ ドッ デイ ー タ ド 者 


Ahmed Deedat 


桐山 優香 訳 


Yuka Kiriyama 


9 聖書 の 日 本 語 訳 は 日 本 聖書 協会 刊行 の 口語 訳 聖 書 に よる 





o 聖 ク ルアー ン 日 本 語 訳 は 日 本 ムスリム 協会 日 亜 対訳 ・ 注解 聖 ク ルアー ン ュ 』 


に よる 


今 千 一 区 は じ ま り 








攻 っ て や る グリ りり 。/ あ な た グ た ゲ 孝 そ て みた の みる 7 ク 
アー ング アッ ラー の , 背 大 み 9 で あり 、 そ を あな た 
グ を 訪 大 し 、 と みる 、 ア スラ アル の プ 記 の - バ が そ / ス 
ー ゲ ダー の 攻 送 ) と 、 局 ども の で ある と 層 輩 と 、.… 
[ 聖 ク ルアー ン / 46. 砂 丘 章 10 節 ] 








今晩 の テー マ *「 聖 書 が 証 す ム ハン マ ド 
サッ ラッ ラー ブ プ アラ イヒ : 9 サラッ ラ ム 。 

, 彼 に 平安 が あり ます よ 
うに ) !」 は ムスリム が 話す に し て は 意外 で ある と 思わ れる か も し 
れ ま せん 。 い っ た い ど うし て 一 ムスリム が ユダ ヤ 、 キ リス ト 落 典 





1 < 訳注 > ムスリム が 預言 者 ヘム ハハ ンマ ド の 名 に 言及 する 際 に 続け る 文句 。 


3 
に お ける 預言 に つい て 詳 述 する こと に な る の で し ょ うか 。 


若かっ た 頃 、30 年 くら い 前 の こと で す 。 ダーバン 3 の シア ター ロ 
イヤ ル で 開か れ て いた 宗教 講座 に 出席 し て いた こと が あり まし た 。 
ヒー トン 師 と いう 神学 者 に よる も の で す 。 


* こ れ は 1970 年 代 初 頭 に 著者 に よっ て 行わ れ た 講義 録 で ある 。 
ロー マ 法 王 か キッ シン ジャ ー か ? 


ヒー トン 師 は 聖書 の 預言 に つい て 解説 し 、 ソ ビエ ト 連 邦 の 興 り と 
終末 の 日 の こと が 預言 され て いる と 述べ まし た 。 聖書 に は また 口 
ー マ 法 王 に つい て の 預言 も ある と 言い 、 新 約 聖書 の 最後 の 書 に 出 
て くる 「 獣 と その 数 字 666」8 は 、「 地 上 に お ける キリ スト の 代 
理 人 ロー マ 法 王 の こと で ある 」 と 出席 者 た ち に カ 説 し て いま し た 。 
ここ で 私 た ち ム スリ ム が ロー マカ トリ ッ ク と プロ テス タン ト の こ 
の 論争 に 立ち 入ろう と いう の で は あり ませ ん 。 が 、 つ いで な が ら 
最近 の キリ スト 教 の 解釈 は 聖書 の 「 獣 と その 数 字 666」 は ヘン リ 
ー・ キッシンジャー 博士 の こと で ある と し て 、 キ リス ト 教 学者 た 
ち は こ れ を 証明 し よう と 努力 し て いま す 。 3 





2 < 訳注 > 南ア フリ カ 共 和 国 最大 の 海港 都市 。 ク ワズ ー ル ・ ナ ター ル 州 に ある 。 

3 < 訳注 > 新約 聖書 ヨハ ネ の 黙示 録 第 1 3 章 参 昭 

人 を < 原 注 > キリ スト 教 の 聖書 解釈 学者 は 英語 の アル ファ ベッ ト に 6 の 倍数 を あて (A=6, 
B=12, C=18, D=24.…. と いう よう に )、 合 計 す る と 666 に な る 単語 を みる 。6 を 掛け る 
の は 、 聖 書 に 出 て くる 獣 の 数字 が 「666」 で ある た め 。 キッシンジャー 博士 の 名 前 
(Kissinger) で お 試し あれ 。 


4 


ヒー トン 師 の 講義 を 聞く うち に 、 私 は 、 も し 聖書 が そん な に も 多 
く の 事 柄 を 預言 し て いた な ら 、 人 類 に 大 き な 貢 献 を し た 預言 者 ム 


サッ ラッ ラー フ アラ イヒ ワ サッ ラム 


ハン マ ド ( 彼 に 平安 が あり ます よう に ) に つ 


いて も 何 か 述 べら れ て いる に 違い な い 、 と 思う よう に な り ま し た 。 


青年 だ っ た 私 は その 答え を 探し 始め まし た 。 次 か ら 次 へ と 聖職 者 
た ち に 会 い 、 講 義 に 出席 し 、 聖 書 に 出 て くる 預言 に 関す る も の な 
ら 手 当たり 次 第 に あら ゆる も の を 読み まし た 。 今夜 、 こ こ で その 
うち の 一 つ 、 オ ラン ダ 改 革 派 教会 の 牧師 と の 面会 の こと を お 話し 
た いと 思い ます 。 


ンダ キー ナン パー18 


私 は 預言 者 へ ムハンマド の 生誕 記念 の 催し で 講演 を する た め に トラ 
ンス ヴァ ー ル 5 へ 招 か れ ま し た 。 南 アフ リカ 共和 国 の その 地方 で 
は アフ リカ ー ン ス 語 が 広く 使わ れ て いて 、 私 の 国 の 出身 者 6 さえ 
も アフ リカ ー ン ス 語 を 話し て いる くら いで す 。 そ こ で 、 土 地 の 人 々 
に 近づく た め に 私 も その 言語 を いく ら か か じ っ た ほう が いい の で 
は な いか と 思い 、 少 し 勉強 し まし た 。 そ れ か ら 私 は 電話 帳 を 開き 
アフ リカ ー ン ス 語 を 使っ て いる 教会 に 電話 を か け 始 め ま し た 。 対 
話 の 機会 を 持ち た いと いう 意向 を 牧師 た ち に 伝え まし た が 、 も っ 
と も らし い 弁 明 を も っ て こと ご と く 断 られ て し まい まし た 。 そ の 





5 < 原 注 > 南ア フリ カカ 共和国 に ある 町 
6 < 訳注 > 著者 は 1918 年 イン ド に 生ま れ 1927 年 に 南ア フリ カ に 移住 し た 。 


5 
な か で 「18」 が 私 の ラッ キー ナン バー と な っ た の で す 7?。13 番目 
に か けた 電話 で 嬉し いこ と に ヒー デン 師 と いう 牧師 が 、 私 が トラ 
ンス ヴァ ー ル に 向かう 土曜 の 午後 に 牧師 宅 で 会 っ て くれ る こと に 
な り ま し た 。 


ヒー デン 師 は 玄関 先 に 出 て き て 私 を 温か く 歓 迎 し て 下さ いま し た 。 
牧師 は フリ ー ス テイ ト 州 8 出身 の 義理 の お 父様 ( 70 歳 ) も 私 た ち 
の 対話 に 交え た いと お つっ し ゃ り ま し た の で 、 私 は 承諾 し まし た 。 
そこ で 私 た ち 3 人 は 牧師 の 書斎 に 腰 を 下ろ し まし た 。 


どう し て 何 も ? 


まず 私 か ら 質 問 で す 。 

「 ムハンマド に つい て 年 書 に は 何と 書か れ て いま すか 。」 

「 何 も 書か れ て いま せん 。」 牧 師 は 間髪 入れ ず に 答え まし た 。 
「 ど うし て で し ょ うか 。 キリスト教徒 の 解釈 で は 、 聖 書 は ソ ビ エ 
ト 連 邦 の 興 り や 、 終 わり の 日 の こと 、 ロ ー マ カ トリ ッ ク 教 会 の 法 
王 の こと に つい て まで た くさ ん の こと を 言っ て いる で は あり ませ 
ん か 。」 

「 は い 。 で も ムハンマド の こと は 何 も 書 か れ て いま せん 。」 と の お 
返事 で す 。 私 は 再び 聞き まし た 。 

「 ど うし て 何 も な い の で すか 。 ムハンマド は 確か に 、 多 数 の 信徒 
か ら な る 世界 的 共同 体 の 出現 を 招い た ほど の 人 間 で 、 そ の 信徒 た 
ち は ム ハン マ ド の 影響 で 信じ て いる の で す よ ーー 





7 < 訳注 >18 が 不吉 で ある と いう イエ ス に まつ わる 俗説 に か け て の 話 と 思わ れる 。 
8 < 訳注 > 南ア フリ カ 共 和 国 の 九 つ ある 州 の うち の 一 つ 


(1) イエ ス の 奇跡 的 誕生 
⑫) イエ ス は  , 救 世 主 9 で ある 


(3) イエ ス は 神 の お 許し に よっ て 死者 を 生き 返ら せ 、 生 まれ つき 
目 の 見 えな い 人 や 類 患者 を いや し た 
と いう こと を 。 


この 本 (聖書 ) は 、 イエ ス と その 母 マ リヤ 
( ” 彼ら の 上 に 平安 が あり ます よう に ) に つい て 


と て も 好意 的 に 言及 し て いた 、 こ の 僚 大 な 指導 者 に つい て 何 か し 
ら 触 れ て いる は ず で す 。」 


フリ ー ス テイ ト 州 出 の 老人 は 私 に 言い まし た 、 

「 お 若い 方 よ *、 私 は 置 書 を 50 年 間 も 読 み 続 け て いま すか ら 、 そ 
の 人 に つい て 触れ られ て いる と ころ が あっ た な ら 気 づい て いる と 
思い ます よ 。」 

* 私 は ずっ と 若く 、 そ の 当時 は ひげ も そっ て いた 。 


名 前 が な く と も 





9 < 原 注 > ,Messiah と いう 言葉 は アラ ビア 語 及び へ ブラ イ 語 の 「 こ する 」「 マ ッ サ 
ッ サ ー ジ 


4 
ー ジ する 」「 塗 る 」 と いう 意味 で ある masaha に 由来 する < 訳注 : massage の 語 


マッ サ 
源 は アラ ビア 語  ,massa「 手 で 触れ る 」+age「 行 為 」 >。 宗 教 上 の 意味 は 「 聖 別 さ 
れ た ( 油 を 塗っ た ) 者 」 で 、 司 祭 や 国王 は その 任務 に 身 を 捧げ る に あたり 塗 油 に よっ 
キリ スト シ 
て 聖 別 さ れ た 。「 ,Christ」 と 訳 さ れ て いる 「” .Messiah」 に は 「 神 」 の 意味 は 


キリ 
な い 。 聖書 ( イザ ヤ 書 45 章 1 節 ) で は 異邦 人 クロ ス で さえ 
る 。 


スト 
,Christ と 呼ば れ て い 


そこ で 別 の 質問 に し ます 。 

「 あ な た 方 に よる と 旧約 聖書 に は イエ ス の 訪れ に 関す る 預言 が 何 
百 と いわ ず あ っ た の で すね 。」 

「 何 百 で は な く 何 千 も 」 と 牧師 は 言葉 を 挟み まし た 。 

「 イ エス ・ キ リス ト の 到来 に 関す る 預言 が 旧約 聖書 に 何 干 ある に 
せよ 、 細 か く 数 えて その 無数 の も の に つい て 議論 する つも り で は 
な い の で す 。 イ スラ ー ム 世界 で は 聖書 の 預言 が な く と も イエ ス を 
受け 入れ て いる の で すか ら 。 私 た ち ム スリ ム は 、 ム ハン マ ド に よ 
っ て 事実 イエ ス を 認め て いま す 。 キリスト教徒 が ムスリム を 納得 
させ よう と し て 聖書 を 使っ て 論証 し な く と も 、 今 日 世界 で 9 億 人 
以上 10 の 人 が ムハンマド に 従う こと か ら 、 神 の 偉大 な る 使徒 イエ 
ス ・ キ リス ト を 愛し 、 尊 区 し 、 敬 墓 し て いま す 。 

と に か く 、 何 千 と いう 預言 の 中 か ら 、 イ エス が 名 ざし で 言及 さ 
れ て いる 箇所 を 一 つ で も 挙げ られ ます か 。『 キ リス ト 』 と 訳 され 


て いる 『 世 主 』 と いう 言葉 は 名 前 で は な く て 敬称 で すね 。 


「 敷 世 主 の 名 は イエ ス で あり 、 母 の 名 は マリ ヤ 、 父 と 思わ れる 


の は 大 の ヨセフ 、 ヘ デ ロ モ の 治世 に 誕生 する で あろ う 、 な ど と 
いっ た こと が 述べ られ て いる 預言 が ー つ で も あり ます か 。 ありま 
せん ! その よう な 詳細 は あり ませ ん ! それ な ら ば 、 そ れ ら 千 も の 
預言 が イエ ス を 指し て いる と 、 ど の よう に 結論 付け て いる の で す 
か 。」 





10 < 原 注 > こ の 本 の 初稿 は 1976 年 


預言 と は ? 


牧師 の お 返事 は こう で す 。 

「 預言 と いう の は 、 未 来 に 起こ る 事柄 を 生き 生き と 描写 し た も の 
な の で す 。 そ の 事 が 実際 に 起こ っ て 過ぎ る 時 に な っ て みて 、 私 た 
ち は 過 去 に 預言 され た それ ら の 事 が 成就 する の を 鮮やか に 目 に す 
る の で す 。」 

「 実 際 に は 、 演 繰 し 、 論 理 的 に 判断 し 、 い ろ い ろ と 総合 し て 考え 
合わ せる 、 と いう こと で すね 。」 

「 そ う で す 。」 と の 返答 で し た 。 

「 も し それ が 、 千 も の 預言 が 正真正銘 イエ ス に 関す る も の で ある 
と 判断 する 方 法 で ある な ら 、 同 じ や り 方 を ムハンマド に も 用 いて 
み ま せ ん か 1!」 

私 が 提案 する と 、 牧 師 は 、 そ れ は 公平 で 問題 を 解く の に 理 に か な 
っ て いる と いっ て 同意 し て くれ まし た 。 


私 は 申 命 記 18 章 18 節 ( 聖書 の 5 つ 目 の 書 ) を 開い て くれ る よう 
頼み まし た 。 牧師 は その 通り に し まし た 。 私 は その 節 を アフ リカ 
ー ン ス 語 で 暗 衣 し て みせ まし た 。 こ の た め に 、 こ の 南ア フリ カ の 
支配 人 種 の 言語 を 少し で も 学ん で お きた か っ た の で し た 。 


7 / が O/Z ル 7 84/ ZZ が が 万 /7 ル グー レル が ルル ZZ 7 グー // グ 





11 < 原 注 > ムハンマド の 名 は 人 雅 歌 5:16 中 に 言及 が ある 。 そ こ で 使わ れ て いる へ ヘブライ 
語 は Mahammudim で ある 。 終 わり の 文字 IM は 敬意 、 尊 厳 、 偉 大 さ の 複数 形 で あ 

る 。 "im” を 取っ た 名 前 は Mahammud と な り 、 狗 定 訳 聖 書 で "altogether 1ovely” 
< 訳注 : 日 本 語 で は 「 こ と ご と く 護 し い 」>、 ま た 「 讃 えら れ た 者 」 一 「 称 其 に 値する 
者 」- アラ ビア 語 で すなわち ムハンマド ーー と 訳 さ れ て いる 。 


9 


477 の /〆 万 7 ルル / ジル が OZ が 5 SOO マ ソ ア 75 ZZV Z7 8547 747 
此 OO が の // 7V 6 ダル 47OW グ ルル ZZV ガ アア SYS4/ 44W 万 / ル ルル / 6 が 
47/Z ルル 4 グル が 万 の 7 ど / ル ZZ ルル の ep た 7 の | 7 


あみ たん ど だ 巡 2 の 尼 久 の うろ ググ ら 、 お まそ の メ う な の と の の 交 玉 
考 を 怒ら の を め 起 ん て 、 あ を た ん と の 唇 検 を その と 門 グ メ う 。 
婦 〆 あ を ん ング 六 び る こと を 、 ご と ご と ぐ 巡 2 と 入 ゲ る で あろ う 。 
[ 塞 書 / 申 命 記 18 章 18 節 ] 


モー セ の よう な 預言 者 


アフ リカ ー ン ス 語 で 読ん だ 後 、 あ や ふ や な 発音 を 詫び まし た が 、 
牧師 は うま く で き て いた と 言っ て くれ まし た 。 

「 こ の 預言 は 誰 に 関す る も の で すか 。」 

「 イ エス で す ! 」 一 瞬 の 路 路 も な し に 返っ て きま し た 。 

「 ど うし て イエ ス で すか 。 彼 の 名 前 が ここ に ある わけ で は な い の 
だ sa 

牧師 は 説明 し まし た 。 

「 預 言 は 未来 に 起こ る 事 を 生き 生き と 描写 し た も の で ある と 説明 
し まし た ね 。 こ の 文中 で の 表現 で イエ ス の こと を 言っ て いる の だ 
と 分 か る の で す 。 こ の 預言 の 中 で 一 番 重 要 な 言葉 は .%?OOS 7Y 7/ ぐ 
み ま そ の よう 婦 で す 。 こ こ で 語り 掛け られ て いる の は モー セ な 
の で 、 こ れ は つま り 『 モ ー セ の よう な 』 と いう こと に な り ま す 。 
イエ ス は モー セ の よう で す 。」 

「 ど ん な と ころ が 、 イエ ス は モー セ の よう な の で すか 。」 と の 質問 


へ の 答え は こう で す 。 
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「 第 一 に 、 モ ー セ は ユダ ヤ 人 、 イ エス も ユダ ヤ 人 で し た 。 第 二 に 、 
モー セ は 預言 者 、 イ エス も 預言 者 で す 。 だ か ら イ エス は モー セ の 
よう で あり 、 そ れ が 正 に 神 が モ ー セ に 預言 し た こと 5O09/Y ア 79 
の まそ の ズ メ う 人 立 で す 。」 

「 モ ー セ と イエ ス の 間 に 何 か 他 に 類似 点 は 考え られ ます か 。」 と 聞 
く と 、 牧 師 は 他 に は 思い 当たら な いと 答え まし た の で 、 私 は 言い 
表 じ た 。 

「 も し も その 二 つ だ けが 、 申 命 記 18 章 18 節 の 預言 に 相当 する 人 
を 見 つけ る 基準 な ら 、 そ の 場合 、 こ の 基準 は 聖書 に 出 て くる モー 
セ よ り 後 の 人 物 に も 当て は まり ます - - ソロ モン 、 イ ザヤ 、 エ ゼ 
キ エ ル 、 ダ ニ エ ル 、 ホ セア 、 ヨ エル 、 マ ラキ 、 バ パ バプテスマ の ヨハ 
ネ 、 等 で す 。 な ぜ な ら 彼 ら は みな 『 ユ ダ ヤ 人 』 で 『 預 言 者 』 で す 。 
どう し て この 預言 を これ ら 他 の 預言 者 に 当て は め ず に イエ ス だ け 
に 当て は め る の で すか 。 他 の 預言 者 に と っ て 不当 な 扱い で は あり 
ませ ん か 。」 

牧師 は 何 も 言い ませ ん で し た 。 

「 ど う で し ょ う 、 イ エス は 少し も モー セ に 似 て いな いと 私 は 考え 
て いる の で す 。 これ か ら 述 べ る こと で 間違い が あり まし た ら ど 
うか ご 指摘 くだ さい 。」 


三 つ の 不一致 


そう 言っ て 、 私 は 理由 を 述べ まし た 。 

「 第 一 に 、 キ リス ト 教 徒 に よれ ば 、『 イ エス は 神 で ある 』。 で も 、 
モー セ は 神 で は あり ませ ん 。 そ う で すね 。」 

牧師 は 「 は い 。」 と 言い まし た 。 
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「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は あり ませ ん 。」 


「 二 番目 に 、 キ リス ト 教 徒 に よる と 、『 イ エス は この 世界 の 罪 の 
た め に 亡くな っ た 』 け れ ど 、 モ ー セ は この 世 の 罪 の た め に 亡くな 
っ た の で は あり ませ ん 。 そ う で すね 。」 

牧師 は 再び 「 は い 。」 と 言い まし た 。 

「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は あり ませ ん 。」 


「 三 番目 に 、 キ リス ト 教 徒 に よる と 、『 イ エス は 3 日 間 黄 泉 の 国 
へ 行っ た 』 け れ ど モー セ は そこ へ 行く 必要 は あり ませ ん で し た 。 
そう で すね 。」 

彼 は お と な し く 答 えま し た 、「 は い 。」 

「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は あり ませ ん 。」 


私 は 続け まし た 。 

「 で も 、 牧 師 様 、 こ れ ら の こと は 物質 的 な 形 の ある 事実 で は あり 
ませ ん 。 小さな 者 な ら つ まず いて し まい か ね な いよ うな 信念 上 の 
要素 と いえ ます 。 そ こ で 、 ご く 簡 単 で も っ と 易しい 、 小 さ な 者 に 
も 難なく つい て いけ る よう な 話 を し ませ ん か 。」 

牧師 は その 提案 に 満足 そう で し た 。 
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信 徐 一 「 モー セ の よう で ある 」8 つの 要旨 


父 と 母 


(1) 「 モ ー セ に は 父 と 母 が いま し た 。 ム ハン マ ド に も 父 と 母 が い 
まし た 。 し か し イエ ス に は 母 し か お ら ず 、 人 間 の 父 は いま せ 
ん 。 そ う で すね 。」 
牧師 は 「 は い 。」 と 言い まし た 。 そ こ で 私 は アフ リカ ー ン ス 語 
を 言い まし た 。「 DAAROM IS JESUS NIE SOOS MOSES 
NIE, MAAR MUHUMMED IS SOOS MOSES!」 

「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は あり ませ ん 。 ム ハン マ 
ド は モー セ の よう で す 。」 と いう 意味 で す ( これ まで で 、 読 者 
は 、 私 が アフ リカ ー ン ス 語 を どの よう な 用 途 で 使っ て いた か 
お 気づき で し ょ う 。 こ れ か ら の 話 の 中 で は アフ リカ ー ン ス 語 
は 省き ます 〉 


奇跡 的 な 誕生 
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(2②) 


「 モ ー セ も ムハンマド も 普通 の 自然 な 過程 で 誕生 し まし た 。 
すなわち 、 男 女 の 肉 体 的 な 結び つき に よる も の で す 。 し か し 
イエ ス は 特別 な 奇跡 に よっ て 創造 され まし た 。 マ タイ に よる 
福音 書 1 章 18 節 に 述べ られ て いま す 。 


( 大 上 の ヨセフ と マリ ヤ が ) まだ 一 施 に なら な の り 輩 た 、 衝 
雪 と よっ て 用 計 た な っ を 。 


聖なる 息子 の 誕生 に つい て の 良い 知ら せ が 告 げ ら れ た と き マ 
リヤ が 次 の よう に 言っ た と 、 ル カ は 伝え て いま す 。 


7 どう し ん て 、 そ 外人 鞭 グ あ / 門 まし メラ うみ 。 あ を し と だ まき だ 
大 グ あ みり / ま どる 々 の と 。。 碑 外 グ 合 そえ て 太っ た 、/ 麗 填 グ あな 
を に 六 及 、 り と 太 ぎ き 考 の カ グ あ な を を お お う で ん ょ う 。 .…… 
[聖書 / ルカ に よる 福音 書 1 章 34-35 節 ] 


聖 ク ルアー ン に も イエ ス 誕 生 の 奇跡 に つい て 、 よ り 高 潔 で 崇 
高 な 言葉 で 述べ られ て いま す 。 彼女 の 論理 的 な 問い に 対し て 
の 天使 の 返答 は どう で し ょ うか 。 


み の 女 対 っ た 。/ 二 メ 、 雇 る わた し に 盤 あ た ご と な あの 
どん 。 どう と て わた ん に アグ 履 茨 まし メラ ググ カカ / 
色 / 対 っ た 。/ ご この よう に 、 アッラー だ 交 世 久 の る の を 
交 動 ソ の - な ら カ る 。 カカ ゲー 夢 を 六 め ら カ 、7 訪 カ 。 っ と 記 
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ど と なれ だ 奄 ろ 訪 る の で ある 。, 
[ 聖 ク ルアー ン / 3 章 47 節 ] 


神 に と っ て は 人 間 に も 動物 に も 種 を 植え る 必要 は あり ませ ん 。 
神 が そ の こと を 思え ば それ は 存在 と な り ま す 。 こ れ が ム ス リ 
ム の 、 イ エス 誕生 に つい て の 考え 方 で す 。 


( この 国 で 一 番 の 大 都市 に ある 聖書 協会 の 会 長 ダ ンカ ー ス 師 
に イエ ス 誕 生 に 関す る この クル アー ン と 回 書 の 文句 を 比較 し 
て みせ 、「 あ な た の 娘 さ ん に 聞か せる と し た ら 、 ク ルアー ン と 
聖書 の どちら の 方 が 好ま し いで すか 。」 と 尋ね る と 、 彼 は 頭 を 
垂れ 答え を まし た 、「 クル アー ン の 方 で す 。」) 


最後 に まとめ て 、 牧 師 に こう 言い まし た 。 

「 モ ー セ と ムハンマド の 自然 的 な 誕生 に 対し て イエ ス は 
奇跡 的 に 誕生 し た と いう の は 本 当 で すか 。」 

彼 は 誇らしく 言い まし た 、「 そ う で す と も 。」 

「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は あり ませ ん 。 ム ハン 
マ ド は モー セ の よう で す 。 神 は 申 命 記 18 章 18 節 で モー セ 
に お まそ の よう 女 ( モー セ の よう な ) と 言っ て お り 、 ム ハ 
ンマ ド が モー セ の よう で す 。」 





12 < 原 注 > 聖 クル アー ン 3:42 及び 19:16 の 、 イ エス 誕生 に つい て 述べ られ て いる 人 箇所 
を 解説 と 共に 参照 イス ラー ム に お いて イエ ス と イエ ス の 母親 が どん な に 高い 地位 を 
占め て いる か を 身近 に いる キリ スト 教徒 の 方 々 に 伝え る こと 。 

( 天外 を ろ る グ ご う 対 っ を 辱 を 易 ! 大 な 。/ マル アス メ 、 選 に アッ ラー な あな た を 記 る で 
あな を た を 潤 め 、 万 廊 の 婦人 を 越 そ て 弥 前 びに な う カ を 。 ②2 の 

また を ご の 克 競 の 当 で 、 マ ルス / の 移 有 其 / を 巡 ぐ べ よ 。 グ の グ 家 医 の 2 疾 て 更 の 旭 
と 編 っ を 辱 、・・・797 の ) 
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婚 問 関係 


(③ 


「 モ ー セ と ムハンマド は 結婚 し て お り 、 子 ども が いま し た が 、 


イエ ス は 生涯 独身 で し た 。 そ う で すか 。」 

彼 は 答え まし た 、「 は い 。」 

「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は あり ませ ん 。 ム ハン マ 
ド は モー セ の よう で す 。」 


追わ れ た イエ ス 


(④) 


「 モ ー セ と ムハンマド は 存命 中 に 同 卿 の 人 々 に 預言 者 と し 


て 受け 入れ られ まし た 。 ユ ダ ヤ 人 が モー セ を 終生 悩ま せ 続け 、 


荒野 で 不平 を 洩らし て いた こと は 疑い が あり ませ ん が 、 国 と 
し て 、 全 体 と し て 、 モ ー セ は 神 か ら 遺 わ さ れ た 使徒 で ある と 
認め られ て いま し た 。 


アラ ブ 人 も 、 ム ハン マ ド の 生活 を 耐え 難い も の に し まし た 。 
ムハンマド は た い へ ん 昔 し め ら れ 、 メ ッ カ で 13 年 間 説 教 し 
た 後 、 そ の 生ま れ 故 卿 を 離れ て 移住 し な けれ ば な ら な く な り 
まし た 。 し か し 、 逝 去 す る まで に は その アラ ブ 人 国家 は 全体 
と し て 彼 を アッ ラー の 使徒 で ある と 認め まし た 。 


し か し 聖書 に よる と 一 - 


婦 / アア スリ ど 与 作 の と ご ろ ど まき を の と 、 与 分 の 情婦 を 
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受 プ リカ な ググ っ を 。 
[聖書 / ヨハ ネ に よる 福音 書 1 章 11 節 ] 


そし て 、 二 千年 た っ た 今日 で さえ 、 彼 の 民 一 ユダ ヤ 人 は 全体 
と し て 彼 を 拒否 し て いま す 。 そ の 通り で すか 。」 
牧師 は 答え まし た 、「 は い 。」 

「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は あり ませ ん 。 ム ハン マ 
ド は モー セ の よう で す 。」 


来世 の 王国 


⑮) 


モー セ と ムハンマド は 預言 者 で ある と 同時 に 王 で も あり ま 
し た 。 ここ で 私 の いう 預言 者 と いう の は 、 人 間 を 導く た め の 
神 の 啓示 を 受け る 人 の こと で 、 彼 は この 導き を 神 か ら 受 けた 
後 、 加 えた り 削 つた り せ ず に その まま 、 神 の 創造 物 へ 伝え ま 
す 。 王 と いう の は 、 そ の 人 民 に 対し 生 殺 与 奪 の 権 を 持っ て い 
る 人 の こと で す 。 そ の 人 が 王冠 を 被っ つて いる か 否 か 、 彼 が 王 
また は 支配 者 と し て 宣言 し た か 否 か は 重要 で あり ませ ん 。 彼 
が 死刑 を 課す る 特権 を 持つ て いる の で あれ ば 、 そ の 人 は 王 で 
す 。 モー セ は その よう な 権限 を 持っ て いま し た 。 安息 日 に 
新 を 拾い 集め る と ころ を 見 られ た イス ラ エ ル 人 の こと を 思 
い 出 し て くだ さい 。 モー セ は 彼 を 石打 ち に よる 死刑 に 処し ま 
し た ね ( 民 数 記 15 章 36 節 ) 罪 を 犯し た ユダ ヤ 人 が モー 
セ の 命令 で 死刑 と な っ た 例 は 聖書 の 中 に 他 に も 見 られ ます 。 
ムハンマド も 、 人 民 に 対し 生死 の 権限 を 持っ て いま し た 。 
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ー 方 、 聖書 の 中 に は 、 預言 の カカ の み を 与え られ た 人 物 の 例 が 
あり ます 。 命令 を 下す 立場 に は な か っ た 預言 者 た ち で す 。 神 
か ら も た ら さ れる メッ セー ジ を 頑 な に 拒む 人 間 に 向 か い 合 
っ た と き 、 こ れ ら の 高徳 な 人 々 は どう する こと も で きま せん 
で し た 。 ロト 、 ヨナ 、 ダ ニ エ ル 、 エ ズラ 、 バ プ テ ス マ の ヨハ 
ネ た ち で す 。 彼 ら は メッ セー ジ を も た ら す こと は で きま し た 
が 、 法 を 施行 する こと は で きま せん で し た 。 尊い 預言 者 イエ 
ス も あい に く こ の カテ ゴリ ー に 属し まし た 。 

キリ スト 教 の 福音 書 は この こと を 明白 に 証言 し て いま す 。 反 
政府 行動 を 犯し て いる と の 罪 に より ロー マ の 総督 ポン テオ ・ 
ピラ ト の 前 に 引き 出さ れ た と き 、 イ エス は その よう な 濡れ 衣 
に 対し 、 ピ ビラ ト に 無実 を 示す の に 的 確 な 弁明 を し まし た 。 


プティ テス ど だ 人 馬 そえ られ を 、/ あ た と の 屋 な ご の 設 の る の で 
だ なり 。 も し と あ を と の 悦 グ ご の 導 の る の で あれ だ 、 カ か 
を と と っ て り る 考 た る 〆、 わ を し を フイ ダス と さ 
な り よ うに 毅 っ を で あう ろう 。 ング と 募 妖 、 わ を と の 居 
ご の 府 の る の で だ な (0!/ 

[聖書 / ヨハ ネ に よる 福音 書 18 章 36 節 ] 


この 言葉 で ピラ ト ( 多 神 教徒 ) は 『 イ エス の 知能 は も し か する 
と 正常 で は な い の か も し れ な いけ れ ど 、 私 の 統治 に 対抗 する 
危険 人 物 で は な い 』 と 納得 し まし た 。 イ エス は 神聖 な 王国 の 
こと だ け を 主張 し まし た 。 言い換え れ ば イエ ス が 主張 し た の 
は 預言 者 で ある こと だ け で す 。 そ の 通り で すか 。」 

牧師 は 答え まし た 、「 は い 。」 

「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は あり ませ ん 。 ム ハン マ 
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ド は モー セ の よう で す 。」 


新しい 法 は 携え ず 


(6) 


モー セ と ムハンマド は 人 々 に 新しい 法 と 規律 を も た らし ま 
し た 。 モーセ は イス ラ エ ル 人 に 十戒 だ け で な く 包 括 的 な 儀式 
の 法 も も た らし 、 人 々 を 導き まし た 。 ムハンマド は 座 行 と 無 
知 に どっ ぷり と 染まっ て いた 民族 の 間 に 現 れ ま し た 。 そ こ で 
は 、 義 母 と の 結婚 、 女 児 証 生 の 際 に は 生き 埋め に する こと 、 
酒 に 酔う こと 、 不義 を 犯す こと 、 偶 像 崇拝 、 賭 け 事 な ど は 日 
常 茶飯 事 で し た 。 ギ ボン 13 は イス ラー ム 以 前 の アラ ブ 民 族 
に つい て 『 ロ ローマ帝国 衰 亡 史 』 の 中 で 次 の よう に 書い て いま 
す 。 


《 こ の ほとん ど 社 会 の 名 に も 価 し な い 原 始 的 で 悲惨 な 状態 
で は 、 法 も 技術 も いや 》 思慮 分 別 も 《 言 語 も 》 持ち 合わ せ ぬ 
人 類 は ほとん ど 他 の 動物 種 と 異な る と ころ は な い 。14 


その 頃 の 人 と 動物 を 区 別 す る も の は ほとん ど あ り ま せん 
で し た 。 彼ら は 人 間 の 形 を し た 動物 で し た 。 


ムハンマド は 彼ら を この 卑しい 野 論 な 状態 か ら 、 ト ー マ 
ス ・ カ ー ラ イル 1?5 の 言葉 を 借り れ ば 「 精 神 的 光明 と 学識 の 





13 < 訳注 >1737-94 英国 の 歴史 家 。 
14 < 訳注 > 《 》 内 は 、 本 文 に は な い が 原 書 に ある 部 分 。 中 野 好 之 訳 、 筑 摩 書房 より 。 
15 < 訳注 >1795-1881 英国 スコ ッ ト ラ ンド の 批評 家 ・ 歴 史家 。 牧 師 を 志 し 大 学 で 学ん 
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啓蒙 家 へ と 」 向 上 させ まし た 。「 ア ラブ 国家 に と っ て それ 
は 暗黒 か ら 光 の 中 へ の 誕生 で あっ た 。 ア ラビ ア は それ に 
よっ て 初め て 生 を 受け た の だ 。 世界 の 創造 以来 、 よ そ か 
ら 目 を 向け られ る こと な く 和 砂漠 を あて ど な く さま よっ 
て いた 貧し い 羊 飼い の 民 の も と へ ・・ (中略 )・・。 見 よ 、 
辺境 の 人 々 が 世界 の 表 舞 台 に 踊り 出 た 。 小 さき 民 が 世界 
に 力 を 持つ に 至っ た 。 一 世紀 の 内 に アラ ビア は 西 に グラ 
ナダ 、 東 は デリ ー ま で 広がっ た 。 勇敢 さと 雄大 さ 、 そ し 
て 英知 の 光 に 包ま れ 、 ア ラビ ア は 世界 の 広域 に わた り そ 
の 光 を 及ぼ す 。」?6 

ムハンマド は 人 々 に か つて な か っ た 法 と 秩序 を 授け 

た と いう の は 紛れ も な い 事 実 で す 。 


イエ ス に 関し て は 、 ユ ダ ヤ 人 に 「 私 た ちの 宗教 を 歪め る 意 
図 の ある ペテン 師 で は な いか 」 と 疑わ れ た と き 、 新 し い 宗 
教 を 唱え る た め に や っ て 来 た の で は な く 、 新しい 法 も 新 し 
い 規 律 も な いこ と を 分 か ら せ よ うと 苦心 し まし た 。 イエ ス 
自身 の 言葉 を 引用 し まし ょ う 。 


の を た ん グ 彦 送 泡 言 考 を 歴 チ る を め に ぎ を た 、 と 巡っ て 
どど なら な の りり 。 万 チ る を めで な な ぐ 、 半 恋 チ る を めき 
を の で ある 。 よ ぐ 請 っ て お ぐ 。 落 グ 淫 の びな ぐま で ど 、 
彦 送 の 一 、 一 威 る チ を る ご こと どど 婦 ぐ 、 ご と ご と ぐ 條 
うさ る の で ある 。 





20 
[聖書 / マタ イ に よる 福音 書 5 章 17-18 節 ] 


換言 すれ ば 、 イ エス は 新しい 法 や 規律 を 携え て 現れ た の で 
な く 、 古 い 法 を 成就 する た め だ け に 来 た と いう こと で す 。 
これ が ユダ ヤ 人 に わか っ て も ら お うと し て 言っ た こと で 
す 一 ユダ ヤ 人 を 央 い て 新しい 宗教 を 押し 付け よう と いう 
考え で 本 心 と は 違う こと を 言っ た の で な い 限 り は 一 
そん な こと が ある わけ あり ませ ん ! この 神 の 使徒 は 神 
の 宗教 を 堕落 させ る その よう な 間違っ た 方 法 に 訴え る こ 
と は 決し て あり ませ ん 。 そ れ ど ころ か 人 彼 自 身 き ちん と 法 を 
実行 し まし た 。 モ ー セ の 戒律 に 従い 、 安 息 日 を 尊重 し まし 
た 。 一 人 の ユダ ヤ 人 も イエ ス を 指し て 「 な ぜ 断 食し な い 
か 。」「 パ ン を ちぎ る 前 に どう し て 手 を 洗わ な いか 。」 と 言 
っ た こと は あり ませ ん で し た 。 ユダ ヤ 人 た ち は い つも そう 
や っ て イエ ス の 弟子 た ちか ら 罰 金 を 徴収 し て いま し た が 、 
イエ ス に は そん な ふう に つけ 込む 非 は 一 度 も 見 つけ る こ 
と は で きま せん で し た 。 そ れ は 、 彼 が 誠実 な ユダ ヤ 人 と し 
て 以前 に 遭わ され た 預言 者 た ちあ が も た らし た 法 を 遵守 し 
て いた た めで す 。 

要約 する と イエ ス は 、 新 し い 宗 教 を 創設 し た の で な く 、 モ 
ー セ や ムハンマド が し た よう に 新しい 法 を 携え て きた の 
で は あり ませ ん で し た 。 そ の 通り で すか 。」 

牧師 は 答え まし た 、「 は い 」。 

「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は あり ませ ん 。 ム ハン 
マ ド は モー セ の よう で す 。」 


だ 。 
16 < 訳注 > 6 つの カテ ゴリ ー の 英雄 に つい て 述べ た 講演 集 『 英 雄 と 英雄 崇拝 」 か ら 「 預 
言 者 と し て の 英雄 イス ラー ム の モハ メッ ト 」 よ り 。 
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死 の 訪れ 


(7) モーセ も ムハンマド も 自然 な 死 を 迎え まし た 。 し か し 、 キ 
リス ト 教 に に る と イエ ス は 十字 架 の 上 で 、 乱暴 な や り 方 で 
殺さ ぐれ まし た 。 そ う で すか 。」 
牧師 は 答え まし た 、「 は い 」。 

私 は 断言 し まし た 、「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は 
あり ませ ん 。 ム ハン マ ド は モー セ の よう で す 。」 


大 上 に 


(7) モー セ も ムハンマド も 地上 に 埋葬 され まし た 。 し か し キリ 
スト 教 に よれ ば イエ ス は 天国 で 休ま れ て いま す 。 そ う で す 
か 。」 牧師 は 答え まし た 、「 は い 」。 
私 は 言い まし た 「 従 っ て 、 イ エス は モー セ の よう で は あ 
り ま せん 。 ムハンマド は モー セ の よう で す 」。 


当 
洪 


今生 三 茸 より 多く の 


第 一 子 イ シマ エル 
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牧師 は あら ゆる 点 で 力 な く 同 意 し て いま し た が 、 私 は 言い まし た 、 
「 牧師 様 、 こ れ ま で 話し て きた の は 例 の 預言 の うち た っ た 一 部 分 
に つい て の 立証 に すぎ ませ ん 一 お まま その メ よう 婦 - モー セ の よう 
な ーー と いう 名 に つい て で す 。 預言 は 次 の よう に その 一 名 の 他 に も 
も っ と 多く の も の を 含ん で いま す 。 


た と どど 巡る の 司 族 7/ の うろ ググ 2、 お まま その よう 婦 ひ と の の 交 
辱 放 を 2 の を め と 大 ん て 、.… 


「 彼 ら の 同胞 の うち か ら 」 と いう 言葉 に 着目 し て くだ さい 。 

モー セ と 彼 の 民 ユ ダ ヤ 民 族 は ここ で 一 つの 人 種 的 存在 と し て 言及 
され て お り 、 彼 ら の 同胞 (兄弟 ) は 疑い な く ア ラブ 民族 で す 。 聖書 
の 中 で アブ ラ ハ ム は 「 神 の 友 」 と 書か れ て いま すね 。 ア ブラ ハム 
に は 二 人 の 妻 、 サ ラ と ハ ガ ル が いま し た 。 ハ ガル は 男の子 を 産み 
まし た 。 ア ブラ ハム に と っ て 最初 の 子 で す 。 


アプ ラム 72 だ ノ ガ アル グ 密 々 みぞ だ の 考 を アシ マテ アル と 考 プ / 
を 。 [聖書 / 創世 記 16 章 15 分] 


アブ ラノ!14 ど .… そ の デア シマ アア と .… [創世 記 17 章 23 節 ] 





17 < 訳注 >「 同 胞 」 と 訳 さ れ て いる 語 は 、 英 語 で は brethren で ある 。brethren は 、 

「 同 胞 、 兄 弟 の 複数 形 」 の 意味 で 、 本 書 21 ペー ジ に 引用 の ある 創世 記 16:12 及び 25:18 
で は 英語 の brethren に 相当 する 語 は 「 兄 弟 」 と いう 日 本 語 に 訳 さ れ て いる 。 

19< 原 注 > 聖書 に よれ ば アブ ラ ハ ム の 名 前 は 、 神 に よっ て 変え られ る 前 は アブ ラム で 
あっ た 。 
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その デア シマ アア アグ 選 の 選 と 興 妨 を 受 グ を 奇 〆 ナ 三 茂 で あっ 
を [創世 記 17 章 25 節 | 


18 歳 の と きま で イシ マエ ル は アブ ラ ハ ム に と っ て 唯一 の 息子 で 
あり 唯一 の 子孫 で し た 。 そ れ は 神 と アブ ラ ハ ム の 間 に 契 約 が 結ば 
れ た 時 の こと で す 。 神 は アブ プラハ ム に サラ を 通じ て も う 一 人 の 息 
子 を お 授け に な り 、 イ サク と 名 づけ られ まし た 。 イ サク は 兄 イ シ 
マエ ル よ り だ いぶ 年 下 で あっ た わけ で す 。 


アラ ブ 民 族 と ユダ ヤ 民 族 


イシ マエ ル と イサ ク の 父 は 同じ 、 ア ブラ ハム で すか ら 、 彼 ら は 兄 
第 で す 。 イ シマ エル の 子 と イサ ク の 子 も それ と 同じ 関係 、 同 胞 と 
いえ ます 。 イ サク の 子孫 は ユダ ヤ 、 イ シマ エル の 子孫 は アラ ブ で 
す 一 彼ら は 互い に 同胞 ( 兄弟 ) で す 。 聖書 は 言っ て いま す 。 


7… 芝 / アシ マ ャ マ 7 ルリ) ダチ で て の 有 ダ 明成 し て な の で と メラ 
[聖書 / 創世 記 16 章 12 分 ] 


アシ マ ア な すべ て の 多 却 の 更 た な だ? 
[ 塞 書 / 創世 記 25 章 18 分 ] 


イサ ク の 子孫 は イシ マエ ル の 子孫 の 兄弟 で す 。 そ の 関係 か ら 見 る 
と ムハンマド は イス ラ エ ル 人 の 兄弟 か ら の 出身 で す 。 ア ブラ ハム 
の 息子 、 イ シマ エル の 子孫 だ か ら で す 。 こ れ は 正 に 預言 どおり の 
こと で す 一 婦 2 の 尼 狼 の うろ みる 
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この 預言 が 言っ て いる こと は 紛れ も な く 、 モ ー セ の よう で ある と 
いう ”. 来 る 預言 者 は イス ラ エ ル の 子 、 ヘ へ ブ ライ 人 、 ユ ダ ヤ 人 か ら 


現れ る の で も 、 イ スラ エル 自身 か ら 出 る の で も な く 、 同 胞 ( 兄弟 ) 
か ら 現 れる の だ と いう こと で す 。 ムハンマド は 結果 と し て 彼ら に 
と っ て 同胞 ( 兄弟 ) に あたり ます 。 


授け られ た 言 


預言 は さら に こう 言っ て いま す 。.… あ を た と の 辱 検 を その 万 遂 
ゲ メ う 。..… 「 わ た し の 言葉 を あな た の 口 に 授け まし ょ う 」 と い 
っ た ら 、 ど うい う 意 味 に な る で し ょ うか 。 私 が この 会 見 の 始め に 
申 命 記 18 章 18 節 の ペー ジ を 開け て くれ る よう に お 願い し た と き 、 
も し 私 が それ を 読ん で くだ さい と お 願い し 、 牧 師 様 が そう し て い 
た と し た ら 、 そ れ は 私 が あな た の 口 に 私 の 言葉 を 授け た こと に な 
り ま すか 。 牧 師 は 「 い いえ 」 と 答え まし た 。 私 は また 続け まし た 、 
「 私 が 、 あ な た が 知ら な い 言 語 、 た と えば アラ ビア 語 を 教え る と 
し て 、 こ れ か ら 口 に する こと を 後に 続い て 読ん だ り 繰 り 返 し た り 
し て みて くだ さい 、 と お 願い する と し ます 。 た と えば この よう な 
言葉 を 。 


AISSl 
財 そ え 、/ み カゲ アッ ラー、 礎 一 る 部 方 で あら る 。 
アッ ラー な 、 与 族 さ か 、 lfi| 





595 直 
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欧 彦 みみ さら 2 女 り と 、 大 彦 カ みこ な ら カ を の で だ な を の)、 
ググ カ た 克 べ 着 る 、 婦 を の る を 0 の 。7 


人 も 「5 計 。S5 


[ 聖 ク ルアー ン / 112. 純 正章 1-4] 


「 こ の よう に あな た が 聞い た こと も な い 外 国語 を 口 に する こと が 、 
私 が 言葉 を あな た の 口 に 授け て いる と いう こと に な り ま せん 
か 。」 牧師 は 、 た し か に その こと だ 、 と お 返事 され まし た 。 
同様 の 方 法 で 、 全 能 の 神 は ムハンマド に 啓示 聖 ク ルアー ン を 賜っ 
た の だ と 私 は 言い まし た 。 


記録 に よる と ムハンマド 40 歳 、 メ ッ カ の 北 お よそ 4-5 キロ の と 
ころ に ある 洞窟 に こも っ て いま し た 19。 ラ マダ ー ン 月 27 日 目 の 夜 
こと で す 。 洞窟 に 現れ た 大 天使 ガブ リエ ル が 「 っ 5「 と ムハンマド 
の 

の 母語 で 命令 し まし た 。「 読 め ! 」「 読 詩 せ よ ! 」 と いう 意味 で す 。 


ムハンマド は 恐れ うろ た えて (「 私 は 読め ませ 
ん 」 ) と 返事 し まし た 。 天使 は 再び 命 念 し ムハンマド は 同じ 返答 
2 し 三共 目 に 拓 角 は 潮 全 且 R 


マデ 


@3E effect 
いま や ムハンマド は 、「 読 め !」 と いう の は 「 繰 り 返 せ !」「 復 





19 < 訳注 > 預言 者 召 命 の 数 年 前 か ら ム ハン マ ド は ここ で 独り 冥 想 する 期間 を も つよ う 
に な っ て いた 。 
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唱 せ よ ! 」 と いう 意味 の 要求 で ある こと を 把握 し 、 彼 の 口 に 授 
けら れ た 通り に 言葉 を 繰り 返し ます 。 


③。E- cls っ LE 計 
房 め 、/ 放 論 な され る 彰 方 、 あ な た の 主 の 導 才 に お いて 。 


⑨ ょ Eoー313 は 


ー 疾 必 グ ら 、 ズ 万 を 基 う を 。/ 


5325 っ 5 


懇 め 、" あ みな を の 二 ど 、 上 避 の 享 食 で あら カ 、 


@⑤5L ET 


著 に よっ て 尊 ぐ こ と を / 雪 了 そう た 交 方 


②③。 り Jo 
ス 盛 に 共和 勾 み る ご と を 赦 そ られ を 紗 廊 で ある 。/ 
[ 聖 ク ルアー ン / 96. 凝 血 章 1-5 節 ] 


これ ら 5 つの 節 が ムハンマド に 下っ た 初め て の 啓示 で 、 そ れ が 避 
クル アー ン 96 章 の 冒頭 を 成 し て いま す 。 


誠実 な 証人 
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天使 の 姿 が 見 えな く な る と ムハンマド は 家 へ 逃げ 帰り まし た 。 恐 
怖 で 全身 汗 び みな が ら 愛 妻 ハ ディ ー ジ ャ に 「 私 を 包ん で くれ 」 と 
頼み まし た 。 謀 えて 横 に な っ て いる 間 ハ ディ ー ジ ャ は そば で じ っ 
と 見 守っ て いま し た 。 ムハンマド は 落ち 着き を 取り 戻す と 、 見 た 
こと 耳 に し た こと を 話し まし た 。 ハ ディ ー ジ ャ は 彼 の 言う こと を 
信じ る と いい 、「 アッラー は あな た に ひど いこ と は な さい ませ ん 」 
と 言い まし た 。 こ れ が ペテン 師 の 告白 に 聞こ えま すか 。 ペテン師 
が 、「 天使 が 天上 か ら お 告げ を 持っ て 目 の 前 に 現れ た の で 恐ろし 
く て 、 お び え て 身体 じゅ う 冷 や 汗 を か き な が ら 妻 の 元 へ 飛ん で 帰 
っ た 。」 と 白状 する で し ょ うか 。 どん な 批評 家 で あれ 、 そ の よう な 
反応 を し た と みな に 告白 し た 事 は 「 正 直 で 誠実 な 人 間 、 真実 の 人 」 
ー ア ラビ ア 語 で 即ち 「 ア ル ・ ア ミー ン 」20 一 で ある こと の 表れ で 
ある と 認め る こと で し ょ う 。 


それ 以後 、 預 言 者 と し て の 人 生 の 23 年 間 、 言 葉 が 彼 の 口 に 授け 
られ 、 彼 は その まま を 声 に し て 発し て いま し た 。 ム ハン マ ド は そ 
れ ら の 言葉 を 記憶 し まし た 。 そ し て 、 神 聖 な 啓 示 ( 聖 ク ルアー ン ) 
が 少し ずつ 下さ れる に し た が っ て 、 そ の 言葉 は 箇 子 の 葉 や 動物 の 
肩 甲 骨 、 忠 実 な 信徒 た ちの 記憶 に 記さ れ 、 預 言 者 が 亡くな る 前 に 
それ は 今日 わた し た ち が 目 に し て いる 聖 ク ルアー ン の 順序 に ま と 
め ら れ ま し た 。 そ の 言葉 ( 啓示 ) は 実際 に 彼 の 口 に 授け られ まし 
た 。 そ れ は 正 に 先ほど か ら 私 た ち が 論 じ て い る .… あ を た し の 郁 奏 
を その ワ と 門 グラ 。 [聖書 / 申 命 記 18 章 18 節 ] と いう 預言 
の 通り の 出来 事 で す 。 


読み 書き の で き な い 預言 者 





20 < 訳注 > 啓示 を 受け る 前 か ら ム ハン マ ド は こう 呼ば れ て いた 。 
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後に ジャ バル ・ ン ・ ヌ ー ル ーー 光 の 山 と 呼ば れる こと に な る ヒラ ー 
の 洞窟 で の ムハンマド の 体験 と 初め て 啓示 が 下っ た と き の 応 答 は 、 
聖書 の 預言 の も う 一 つの 成就 に ほか な り ま せん 。 

イザ ヤ 書 29 章 12 人 節 に こう 書か れ て いま す 。 


を その 准 物 を よみ ご と の で き な を な のり 考 に わあ を と て 、 


ク 
EE 


(3| し 文 字 を 釣 う な い 妖 [ 聖 クル アー ン / 7.158] ) 


7 ご れ を 読み で ぐだ さり) と 計 そ が 、 
( ロー マカ トリ ッ ク の ドゥ エー 聖書 や 改訂 標準 訳 加 書 に ある 「 く 
だ さい 」 と いう 言葉 は へ ブラ イ 語 の 方 に は 書か れ て いな い 。 21 ) 


腔 の むこ と 〆 な でき なの と 愛 友 請う 。 
(「 読 むこ と は で き な い 」 は 、 ム ハン マ ド が 聖霊 一 大 天使 ガブ リ 


エル に | 引 読め! 」 と 言わ れ た と き に 二 度 繰り 返し た 言葉 
(OhHIMG の 訳 そ の も の で す 。) 
ムハンマド が 生存 し 布教 し て いた 西暦 6 世紀 に は アラ ビア 語 の 聖 
書 2 は ー つ も な か っ た こと を 述べ て お くべ き で し ょ う 。 その うえ 、 
彼 は 全く の 無 学 で 読み 書き は 学ん で いま せん 。 誰 も 彼 に 教え た こ 
と は あり ませ ん で し た 。 彼 は 彼 を 創造 され た 方 に 教え て も ら っ た 
の で す 。 





21 < 訳注 > 日 本 語 の 聖書 に も この 通り 「 く だ さい 」 が つい て いる 。 な けれ ば 「 読 め 」、 
と クル アー ン と 同じ 文句 に な る と いう こと 。 
22 < 原 注 > 今日 で は アラ ビア 語 の 聖書 だ け で も 15 通り ある 。 
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< 訳注 : 神 が 、 ム ハン マ ド を も の 糧 き 、 嘘 つき 呼ば わり し て いる メッ カ の 人 々 
に 向かっ て 言う - / あ な と を グ を の 万 放 な 、 刀 っ て り る の で な ぐ 、 ま を 革 義 
っ て りり る の で も を 婦 の 。) /5322/ これ に 以下 の 節 が 続く > 


ey っ と ES じ 。 


を / 与 当 の / 詞 む な ご と を 辱 っ て り る の で る を 人 婦 0!。 


⑨ こと) 
そ カ な み カ と に 邦 地 さ カ を た 、 弥 靖 が に 攻 な 人 な の 。 
は 
な ら 人 びな の 訂 力 の 大 二 が グ カ に 赦 そ た の が 、 
[53. 星 章 3-5] 


人 間 に 教 わ ら ず し て 、 天 啓 を 受け た 彼 の 英知 は 学問 の ある 者 の そ 
れ を は る か に 凌ぐ も の で し た 。 


重大 な 警告 


「 ど う で し ょ う 。 預言 が どん な に か ムハンマド に ぴっ た り 合 致す 
る こと か お わか り に な り ま すね 。 ムハンマド に 関し て は 、 預 言 を 
拡大 解釈 し て 合わ せよ うと し な く と も 当て は まる の で す 。」 


牧師 は 答え まし た 。 

「 あ な た の 説明 は みな うま く で き て いる よう に 思わ れ ま す が 、 そ 
れ は 本 当 に 重要 な こと で は あり ませ ん 。 そ れ よ り も 、 私 た ち キ リ 
スト 教徒 に と っ て 重要 な の は 、 イ エス ・ キ リス ト は 『 人 間 の 姿 を 
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し た 』 神 で あり 、 罪 の 束縛 か ら 私 た ち を 救っ て 下さ っ た と いう こ 
と で す 。」 


私 は 尋ね まし た 、「 重 要 で は な い の で すか 」。 神様 は そう は お 思い 
に な ら な いか ら こ そ 、 私 た ち 人 間 の た め に わざ わざ 警告 を 記録 し 
て 下さ っ た の で は あり ませ ん か 。 神様 は あな た の よう に 軽薄 に も 
神 の お 言葉 を 考慮 に 値 し な いと する 人 々 が いる こと は ご 存 知 だ っ 
た た め に 、 申 命 記 18 章 18 節 に 続く 次 の 節 に み ら れ る 恐ろし い 警 
告 を され た の で し ょ う 。 


巡 グ わあ を ん の 考 に よっ て 、 あ を た ん の 対 奏 を 鞭 る の に 、 る ん ご 
万 きだ の わな! 考 プ ある 女 ら 〆 が 、 わあ を ん どど そ を 六 する で あろ 
う 。 


( カト リッ ク の 聖書 で は 終わ り の 言葉 は 「 わ た し は 報復 者 と な る 
で あろ う 」 と な っ て いま す 。 - 「 わ た し は 彼 に 報復 する で あろ う 」 
ー- わた し は 報復 する で あろ う ! ) 


「 こ れ を 聞い て 恐れ を 感じ ませ ん か 。 全能 な る 神 が 報 復 す る と 脅 
し て いる の で す ! 私 た ち は 人 間 に 脅 迫 さ れる だ け で 岩 え 上 が 
る の に 、 あ な た は 神 の 警告 が 恐ろし く な いで すか 。」 


「 驚く べき 奇跡 で す 。 申 命 記 18 章 19 節 の さら な る 預言 の 成就 を 
ムハンマド に 認め る こと が で きま す 。『 婦 ググ あ を と の 考 た よっ て 、 
あたし と の 唇 栓 を 黄 る 』 と いう と ころ に 注目 し て 下さ い 。 ム ハ ン マ 
ド は 誰 の 名 に よっ て 話し て いる で し ょ うか 。」 

私 は 聖 ク ルアー ン を 開き まし た 。114. 人 々 章 、 最 後 の 


| 
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は 牧師 に 章 の 頭 に ある 文句 を 示し まし た 。 

意味 は 「 秦 杖 あみ まね ぐ 秦 愛 涯 ば ぎ ア ッ ラ ー の 大 孝 こ お り て / で す 。 
それ か ら 、113 章 の 始ま り 、 

意味 は 「 秦 林 あ まね ぐ 秦 愛 涯 ぎ ア ッ ラ テー の 義 志 おり て 」 で す 。 
そし て 、112、111、110 と 章 を 遡っ て いき ます が 、 聖 クル アー ン 


PFIEIII 
の 最後 の 方 の 章 は 短く 、 一 ペー ジ に 収まる くら い の 長 さ な の で ど 
の ペー ジ の 始ま り に も 同じ 文句 が 見 られ ます 。 


預言 は 何と 言っ て いた で し ょ うか .… 

「 婦 プ グ わあ を と の 姓 に よっ て 、 あ を た ん と の 胡 栓 を 朋 る 」 

ムハンマド は 誰 の 名 に よっ て 語っ つて いま すか 。 

「 右 輩 あ まね ぐ 秦 肪 深き アッ ラー の 交 才 こおり ! て 」。 
預言 は ムハンマド に お いて 文字 通り その まま に 満た され て いま す 。 


回 クル アー ン の 、9 章 を 除く すべ て の 章 は 


ーッ テッ に 
「 秦 項 あま ね ぐ 奮 愛 淡 ぎ アッ ラー の 弥 考 こおり て 」 と の 文句 で 
始ま っ て いま す 。 ム スリ ム は みな 、 何 か の 行為 の 際 は この 聖なる 
文句 を 唱え て か ら 取 りか か り ま す 。 し か し 、 キ リス ト 教 徒 は 「 婦 
と と 和英 寺 の 紗世 っ て 」 と 唱え ます ね 。 


申 命 記 18 章 に 関し て 、 そ の 預言 が イエ ス で な く ム ハン マ ド に 該 


今生 P 相 区 
当 す る も の だ と する 理由 を 15 挙げ まし た 。 


新約 聖書 も 裏付け る 
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39 


バプテスマ の ヨハ ネ と イエ ス の 矛盾 


新約 の 時 代 に な っ て も ユダ ヤ 人 は な お 「 モ ー セ の よう な 人 」 と い 
う 預 言 の 成 就 を 待っ て いま し た (ヨハ ネ に よる 福音 書 1 章 19-25 


節 参照 。 イ エス が ユダ ヤ 民 族 の  , 救 世 主 で ある と 公言 し た と き 、 
ユダ ヤ 人 た ち は エリ ヤ は どこ か と いっ た 質問 を し 始め まし た 。 
ユダ ヤ 人 は  , 救 世 主 の 到来 の 前 に エリ ヤ が 先 に 再来 する は ず で 
ある と いう 預言 も 共に 信じ て いま し た 。 イ エス は ユダ ヤ 人 た ち が 


その よう に 信じ て いる こと に つい て 次 の よう に 言い まし た 、 


7 比 グ に 、 テ アノ アグ き て 、 万 鞭 を 元 ど お / に 友 め る で あろ う 。 
と グレ 、 あ な を た グ を と 志 っ て お ぐ 。 了 アノ どす で に まき を の だ ? 
と グン ス を 友 巡 を 革 め ず 、..…/。 その と き 、 有 却 子 を ろ あな が 、 ア プア 
スグ ノ 『 プ テス マ の ヲ ノ 」 支 の ご と を 刻 わ を の だ と 放っ を 。 

[マタ イ に よる 福音 書 17 章 11-13 節 ] 


新約 聖書 に よる と ユダ ヤ 人 は どん な 見 せ か け の 救世 主 の 言葉 
も 受け 入れ る よう な 人 々 で は あり ませ ん 。 彼 ら が 調べ る と き に は 
真 の 救世主 で ある こと を 確か め る た め に 厳し く 追及 し まし た 。 


その こと は ヨハ ネ の 福音 書 の 記述 に 覗 え ます 。 
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さて 、 フラ ダ ア を ちろ が 、 ナル グレ スグ 6 芝 刀 を あや と ど を み 
を ヲ ノ 」 支 の る を と と つう グ と て 、" あ な を どど な を で ダグ と 盛 
あど を た グ 、 そ の 辱 ヲ ノコ ネ グ 尽 て を あ グ し が 、 ご う で あっ た 。 
な あろ 、 巡 な 往 己 し て 女 ま ず 、/ わ を と ど チ ソス 人 で ど な の 7 
と 双 盛 と を 。 


同時 に 二 人 の 救世 主 が いる こと は あり えな い の で 、 こ れ は 当 


然 で し た 。 イ エス が キリ スト で ある な ら 、 ヨ ハネ が キリ スト で あ 
る は ず は あり ませ ん 。 


そ ご で 、 婦 2 励 う た 、/ そ で だ 、 ど 婦 を みな の で すす グ 、 あ な 
を だ 7 ノア で すず グ 。 紹 が ダ " り や 、 そ う で どなり / と 太 っ を 。 


ここ で バプテスマ の ヨハ ネ の 答え は イエ ス の 言葉 と 矛盾 し て い 
ます 。 イ エス は ヨハ ネ が 「 エ リヤ 」 で ある と いい 、 ヨ ハネ は イエ 
ス が 言っ た その 事 を 否定 し て いま す 。 ( イエ ス か ヨハ ネ の ) 二 人 
の うち どちら か 一 方 が 、-- 神 よ ゆ る し た まえ ! -- 確か に 真実 を 言 
っ て いな いこ と に な り ま す ! イエ ス は 「 バ プ テ ス マ の ヨハ ネ は 
イス ラ エ ル の 預言 者 の 中 で 最も 偉大 で ある 」 と 証言 し まし た 。 


あな を た グ を に よ ぐ 刻 っ て お ぐ 。 女 の 産 々 だ 考 の 必 で 、 ノ 『 プ テス 
マ の ヲ ノ ! メ グズ ぎの スス 移 友 刀 2 女 ググ っ を 。 
[聖書 / マタ イ に よる 福音 書 11 章 11 節 ]23 





29 < 訳注 > この 後 、「 そし ん て 、 も し あな を た グ を た グ 富 びり カ る ご と を 友 め 〆、 ご の 人 ご こそ 
どど 、 ぎ を る べき エア ノア な の で ある 。. [ 同 14 節 ] と 続く 。 


35 
私 た ち ム スリ ム の 中 で は 、 バ プ テ ス マ の ヨハ ネ は ヤ ヒ ヤー 


が ライ ピ 


(  , 彼 に 平安 が あり ます よう に ) と し て 知ら れ て お り 、 
アッ ラー の 真 の 預言 者 と し て 尊敬 され て いま す 。 私 た ちの 間 で イ 
ー サ ー( ., 彼 に 平安 が あり ます よう に ) と し て 知ら れ て 


いる 聖 預言 者 イエ ス も また 全能 者 か ら 遺 わ さ れ た 最も 偉大 な 預言 
者 の 一 人 と し て 尊 ば れ て いま す 。 そ ん な 私 た ち ム スリ ム が どう し 
て 彼ら の うち の どちら か に で も 虚言 の 責任 を 負わ せる こと が で き 
る で し ょ うか 。 イ エス と ヨハ ネ の この 問題 の 解明 は キリ スト 教徒 
に 委ね ます 。 多 く の 矛 盾 が あっ て 「 イ エス の 言っ た 謎 めい た こと 」 
と し て も っ と も らし く ご ま か し て いる と ころ が ある に せよ 24、 キ 
リス ト 教 徒 に と っ て 「 神 聖 な 書 」 に 違い あり ませ ん 25。 私 た ち ム 
スリ ム は 代表 し て 遣わ され て きた ユダ ヤ 人 に よっ て バプテスマ 
の ヨハ ネ に 投げ られ た 最後 の 問い に た い へ ん 関心 が あり ます 一 
/ で ど 、 み あの 交 房 放 で グリ 。 朗 克 りり そ / と 傘 そ を 。 
[聖書 / ヨハ ネ に よる 福音 書 1 章 21 節 ] 


三 つ の 質問 


三 つ の 異な っ た 明瞭 な 質問 が バプテスマ の ヨハ ネ に な され 、 そ れ 
に 対し て 彼 が 三 度 き っ ぱり と 「 い いえ 」 の 返答 を し た こと に 注目 


24< 原 注 > 1974 年 12 月 30 日 の 『TIMES』 に 「 聖 書 は どの よう に し て 真実 と な り 
うる か ? 」 と いう 記事 が あっ た 。 

25 < 訳注 > イス ラー ム の 立場 で は 、 聖 書 に は 真実 も ある が 、 執 筆者 に よる 誤り か 後 年 
加筆 、 改 ざん され た 箇所 が あり 得る と みな す 。 


36 
し て くだ さい 。 要約 する と 一 


キリ スト 


(1) あな た は キリ スト ( 救世 主 ) で すか 。 


(2) あな た は エリ ヤ で すか 。 
(3) あな た は あの 預言 者 で すか 。 


し か し キリ スト 教 界 の 学識 者 た ち は ど うい うわ け か ここ に ある 質 
問 の うち 二 つ だ け に 目 を 向け て いる よう で す 。 続く 節 、 ユ ダ ヤ 人 
の 抗議 を 読ん で み ま し ょ う 。 ユ ダ ヤ 人 は バプテスマ の ヨハ ネ を 問 
いた だ し た と き 、 明 確 に 三 つ の 異な っ た 預言 の こと が 頭 に あっ た 
と いう こと が 一 層 明 ら か に な り ま す 。 


婦 2 な ど ヲ ノ ] 盛 う て 刻 っ を 、/ で ど 、 あ な を グ 
( イ ) チ ソ ス ム で る を 

( 口 ) テ エ ソ ア で る 

( ハハ ) を あの 閣 志 考 で る な の 

の な ら 、 な ゼノ ソ 『 プ テス マ を 凝 プ る の で ぞ ず グ "。 
[聖書 / ヨハ ネ に よる 福音 書 1 章 25 節 ] 


ユダ ヤ 人 は 三 つ の 異な っ た 預言 の 成就 を 待っ て いま し た 。 一 、 キ 
リス ト ( 救世 主 ) の 訪れ 、 二 、 エ リヤ の 訪れ 、 三 、 あ の 預言 者 の 
訪れ 。 


「 あ の 預言 者 」 


用 語 索引 や 参照 の 付い た 聖書 を 見 る と 、 ヨ ハネ 1 章 25 節 に ある 
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「 あ の 預言 者 」 の 注釈 に 、「 申 命 記 18 章 15 節 、18 節 の 預言 に 関 
する も の で ある 」 と あり ます 。 す る と 、「 あ の 預言 者 」. は 、 私 た ち 
が 圧倒 的 な 証拠 に 基づい て 確認 し た 通り 、 お まそ の メ う 婦 一 「 モ 
ー セ の よう な 預言 者 」 一 ムハンマド で あり 、 イ エス で は あり ませ 
ん 。 


ムスリム は イエ ス が 、 メ シア ( 救世 主 ) 一 この 言葉 は キリ スト と 
訳 さ れ て いま す が ー で な いと 言っ て いる の で は あり ませ ん 。 私 た 
ち は キ リス ト 教 徒 が 「 メ シア の 到来 に つい て の 預言 が 旧約 聖書 に 
無数 に ある 」 と 主張 し て いる こと に 異議 を 唱え て いる の で は あり 
ませ ん 。 私 た ち が 言 いた い の は 、 申 命 記 18 章 18 節 は イエ ス ・ キ 
リス ト に 関す る も の で は な く 、 聖 な る 預言 者 へ ムハンマド に 関す る 
明白 な 預言 で ある と いう こと で す 。 


牧師 は 、 と て も 興味 深い 議論 で 、 そ の うち この 論題 に つい て 彼 の 
教会 に くる 信徒 た ち に ぜひ 話 を し て ほし いと 言っ て 、 礼 儀 を 尽く 
し て 私 に 別れ の 挨拶 を し て くれ まし た 。 それから 15 年 が 経ち ま 
し た が 私 は その 栄誉 に 預 か れ る 日 を 待ち 続け て いま す 。 牧師 は 誠 
実に その 申し 出 を し て くれ た の だ と 思い ます が 、 偏 見 は な か な か 
消え な いも の で すし 、 敢 えて 信徒 に 問題 提起 し よう と いう 人 も そ 
う 多 くい る わけ で は あり ませ ん 。 


真価 を 問う 手段 


キリ スト の 子羊 た ち に 提案 し ます 。 主 ご 自身 が 、 預 言 者 で ある と 
主張 する 人 に 適用 する よう に と 言わ れ た 真価 を 問う 手段 を 用 いて 
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みて は いか が で すか 。 


あな を グ を だ 、 そ の 埋 と よ っ て 婦 2 を 紫 わ ゲ グ る で あう ろう 。 完 グ 
ら ぷ どう を 、 あ ざ み ググ 2 りみ ど だ ぐ を 英 め る 壮 グ あろ う グ 。 そ の 
よう と 、 すず で て 居 り 人 ど 上 太り 移 を 大 の 、 枝 り 久本 り 宅 が 。 
… あな を ググ を どど そ の 電 こ よっ て 婦 2 を 上 移 わ プ る の で ある 。 
[聖書 / マタ イ に よる 福音 書 7 章 16-20 節 ] 


この 手段 を ムハンマド の 教え に あて は め る こと を 恐れ な いで 下さ 
い 。 神 の 最後 の 契約 26 一 聖 ク ルアー ン 一 の 中 に 、 モ ー セ と イエ ス 
の 教え の 真 の 完成 、 世 界 に ほん と うに 必要 と され て きた 平和 と 幸 
福 を も た ら す も の を 見 出す こと で し ょ う 。 


「 ム ハン マ ド の よう な 人 が も し 現代 に お いて 執政 者 の 地位 に いた 
と し た ら 、 彼 は 世の中 の 抱え る 問題 を うま く 解 決し 、 必 要 と され 
て いる 平和 と 幸福 を 多く も た らし た こと だ ろう 。」( ジョ ー ジ ・ パ 
ー ナ ー ド ・ シ ョ ー タ の 言葉 ) 


ー 番 偉大 な 人 


1974 年 7 月 15 日 付け 週刊 誌 『TIME』 に 、「 歴史 上 偉大 な リー ダ 
ー は 誰か 」 と いう テー マ で 様々 な 歴史 家 、 作 家 、 軍 事 家 、 ビ ジ ネ 





26 < 訳注 > 原文 で は 、Old Testament 「 旧約 」、New Testament「 新 約 」 に 続く も の と 
し て ' Last Testamenf 「 終 約 」 と いう 語 が 用 いら れ て いる 。 

27 < 訳注 >1856-1950 アイ ル ラ ンド 生ま れ の 英国 の 劇作 家 ・ 批 評 家 。1925 年 に ノー ベ 
ル 文 学賞 を 受け た 。 代表 作 に 『 人 と 超人 』、 ミ ュー ジ カ ル 『 マ イ ・ フ ェ ア ・ レ ディ 』 

の 原作 『 ビ ピグ マリ オン 』。 
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スマ ン や 他 の 人 た ち に よる 意見 の 抜粋 が あり まし た 。 ヒ トラ ー と 
いう 人 も いれ ば 、 ガ ンジ ー、 仏 陀 、 リ ンカ ー ン な ど を 挙げ る 人 も 
いま し た が 、 ア メリ カ の 精神 分 析 学 者 ジュ ー ル ズ ・ マ サー マン は 
何 に よっ て 決め る か 正しい 判断 の 基準 を 次 の よう に 設け まし た 。 


「 リ ー ダ ー は 次 の 三 つ の こと を 満た し て いる こと 

( 1 ) 被 支配 者 で ある 人 民 に 健康 で 快適 な 生活 を 保障 し 、 
( 2 ) 人 々 が 相対 的 に 安心 で きる 社会 組織 を 構築 し 、 

( 3 ) 人 々 に 生活 の あら ゆる 面 で 導き と な る 信条 を 与え る 」 


上 に 挙げ た 三 つ の 基準 に 従っ て 彼 は 歴史 を 調べ 検討 し まし た - ヒ 
ドー。 パス ウール 、 シ ー ザ ー、 モ 一 、 了 子 、 者 えら れる 人 物 
すべ て を 。 そ し て 最後 に 結論 し て いま す 一 - 

「 パ スツール や ソー ク の よう な 人 物 は 第 一 番目 に あげ た 意味 で リ 
ー ダ ー で ある 。 ガ ンジ ー や 孔子 の よう な 人 物 は 第 二 と お そら く 第 
三 の 両 方 の 意味 で の リー ダー で ある し 、 他 方 、 ア レキ サン ダー、 
シー ザー、 ヒ トラ ー な ども そう で ある 。 イ エス と 仏陀 は 三 番 目 の 
分 類 の み に 属 する 。 歴史 上 最も 偉大 な リー ダー は お そら く ム ハン 
マ ド で ある 。 彼 は 三 つ の 働き を すべ て 成し遂げ た 。 ム ハン マ ド ほ 
ど で は な い が 、 モ ー セ も 同様 で あっ た 。」 


その シカ ゴ 大 学 教授 一 彼 は 確か に ユダ ヤ 人 で す が 一 に よっ て 定め 
られ た 客観 的 な 基準 に よる と イエ ス と 仏陀 に は 「 人類 の 偉大 な リ 
ー ダ ー」 と し て の 像 は 見 られ ませ ん が 、 不思議 な 偶然 で 、 モ ー セ 
と ムハンマド は 共に 同じ グル ー プ に 入っ て いま す 。 こ れ に よっ て 、 
先ほど か ら の 議論 が より 強め られ ます 。 イ エス は モー セ の よう で 
な く 、 ム ハン マ ド が モー セ の よう で ある 。 申 命 記 18 章 18 節 の お 
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その よう 人 立 - モー セ の よう な 。 


コリ ンズ 聖書 辞典 に ある キリ スト 教 の ジェ イム ズ L. ダウ 師 の 
記述 は 「 イ エス は モー セ の よう で は な く 、 ム ハン マ ド が モー セ の 
よう で ある 」 こ と を さら に 証明 し て いま す 。「 政 治 家 と し て 、 立法 
者 と し て 、 モ ー セ は ユダ ヤ の 人 々 の 創設 者 で ある 。 彼 は セム 族 ( ユ 
ダ ヤ 人 ) 歴史 の 中 で 間接 的 に で も 彼 と 比べ うる 唯一 の 人 は マ 
ホメ ッ ト で ある 。」 と 書か れ て いま す 。 


MAN OF HISTORY 
WHO CAN BE COM- 
PARED EVEN RE- 
MOTELY TO HIM IS 


MAHOMET." 
(Recv. amcs し Dow) 
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ここ で 、 聖 書 の 解説 者 で ある 一 人 の キリ スト 教 聖職 者 に よる 言葉 
と 彼 の 主 キ リス ト の 言葉 を 引用 し ます 。 

「 真 の 預言 者 の 究極 の 基準 は その 教え の 道徳 的 質 で ある 。」( ダム 
ロー 教授 ) 

「 そ の 実に よ に つて か れ ら を 知る 」( イエ ス ・ キ リス ト ) 


共通 の こと ば の 下 に 


辱 っ て や る グ の 0。/ 逐次 の 定 よ 、 わ を し を みろ と あな を グ を と 
の 万 の 災 間 の ご こと / の ムリ た 茨 な さり 。 あ を し と を ろだ アッ ラ 
ー と ど グ が そえ 、 婦 も を の を る グ カ と 多 し みり 。 ま を わあ を と を ろ 友 
アッ テー を 考 ん 閣 り て 、 交 の る の を 二 と と て 介 人 なり 。/ それ で 
も し と 、 グ カク 2 グ 彦 ぎ 去 る な 2、 っ て や る グ の りり 。7 あ を と 
を ろ ゲ ろ スグ ノ 4 で ある ご と を 齋 巨 ずる 。/ 

[ 陸 ク ルアー ン / 3. イ ムラ ー ン 家 章 64 節 ] 


「 啓 典 の 民 」 と は 、 聖 クル アー ン の 中 で ユダ ヤ 教 徒 と キリ スト 教 
徒 に 与え られ て いる 敬称 で す 。 ム スリ ム は ここ で 、「 啓 典 の 民 
よ ! 知識 ある 人 々 よ ! 天 啓 と 聖典 を 受け た 人 々 よ 、「 私 た ち 
は 神 以外 の も の を 崇拝 し な い 」 と いう 共通 の 基盤 の 上 に 共に 集い 
まし ょ う 、 と 招く よう 命令 され て いま す 。 神 の み が か が 崇拝 に 値する 
た め に 、 私 た ち は 神 だ け を 崇め る の で す 。 
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あな を の 大 、 施 で ある わた し と だ 、 ね を の 超 で ある グ ら 、 カ を た し と 
を 旋 む を の だ 、 ズ 婦 の 克 を と 攻 り て 、 三 、 娘 だ と た 友 と 、… ぼ … 
[ 出 エ ジ プ ト 記 20 章 5 節 ] 


と 神 が 仰 せら れる か ら と いっ て 神 だ け を 崇拝 する の で な く 、 彼 が 
私 た ちの 主 で あり 、 私 た ち を 養育 され る お 方 、 維持 し て くだ さる 
お 方 、 発 展 さ せ て くだ さる お 方 、 あ ら ゆ る 称賛 、 礼 拝 、 帰 依 に ふ 
さわ し い お 方 で ある か ら で す 。 


理論 上 で は ユダ ヤ 教 徒 も キリ スト 教徒 も この クル アー ン の 文章 に 
ある 三 つ の 提案 すべ て に 同意 し て くれ ます が 、 実 践 と な る と そう 
は 。 い き ま せ ん  。 真 の 神 


アッ ラー フ スプ ブ ハ ー ナ フ ワ タ ア ー ラ ー 


完全 に し て 至高 な る 神 28 ) の 唯一 性 に つ 


いて の 教義 上 の 過ち の ほか に 、 聖 職 者 を 神聖 化す る 問題 が あり ま 
す ( ユダ ヤ 教 徒 の 間 で も そう で し た )。 コー エン 、 ロー マ 法 王 、 司 
祭 、 ブ ラフ マン と いう 単に 人 間 に す ぎ な い 者 が その 学識 や 生活 の 
純粋 性 は さて お き 、 ま る で 優位 に いる か の ご と く 主 張 し あたかも 
ある 特別 な 意味 で 人 と 神 の 間 に 立 つこ と が で きる か の よう に し て 
いま す 。 イ スラ ー ム は この よう な 聖職 を 認め ませ ん 。 


へ 


スラ ー ム の 信条 は きわ め て 簡単 に ここ に 示さ れ て いま す 。 
邦 そ え 、/ あ を た し を ろだ アッ テー を 訂 /、 

を と を ろ と 史 天 され を る の を 施 / ま チ 。 

まま を アブ テー と ー4 < アブ プラ ノム >、 プ アス マー プアール < アシ マテ 


ゞ 





28 < 訳注 > ムスリム が 「 ア ッ ラ ー」 と 口 に する 際 に は この よう に 言う 。 
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み >、 プ スノー ク < アグ ク >、 し て いる 間 は 、 導 か れる こと は あり ませ ん 。 


アア フー プ < アフ グ ブ > と 区 支 旗 と 克 二 さ カ を る の 、 と 
スー グー < デー を > と ブー グー < アテ アス > だ 与 ら を ちの 、 
と 二 グ 2 閣 記 考 た ろだ 人 ム さ カカ を る の を 誠 ど まず 。 

グ ' カ ら 6 の 万 の どちら と も を 、 孝 劉 を つま どん 々 。 

グ カ に を し を た ろだ 用 だ 、 彦 太 レ し まず 。/ 

[2 . 雌牛 章 136 節 ] 29 


ムスリム の 立場 は 明らか で す 。 ム スリ ム は 自分 た ち だ け に 固有 の 
宗教 を 持っ て いる と 主張 し ませ ん 。 イ スラ ー ム は 異端 宗派 で も 民 
族 宗教 で も あり ませ ん 。 イ スラ ー ム の 見 地 か ら す れ ば すべ て の 宗 
教 は 結局 は 一 つ で す 。 真 実は 一 つ で ある か ら で す 。 


グ カ 39 グ プ あ な を と 開 め ら る 雪が 、 ダ ー ク < ン ア > と 落 ど 
ら カ を る の と 尻 ぴ びる の で ある 。 あど それ を あな を と 邦 却 と 、 
ま を そ 婦 を 、 ア プラ テー と ー ム < アブ ラノ 」 ム >、 ろ スー ゲー < ぞ デー 
を >、 ブー ゲー < アテ ス > と 底 ん て る も / 尽 旋 と / 牙 / を 。 
[ 聖 ク ルアー ン / 42 . 42 . 相談 章 13 節 ] 31 


過去 に 下さ れ た すべ て の 啓典 に よっ て 教え られ て いる 真実 で す 。 
あら ゆる 事物 や 現象 の 本 質 に お いて 神 の ご 意志 と 意図 を 意識 し 、 
その 意志 と 意図 に 喜ん で 服従 する こと に た どり つき ます 。 誰 で も 、 
それ 以外 の 宗教 を 望む 人 は 神 の ご 意志 と 意図 に 沿っ て いな い の で 
本 来 の 姿 か ら は ずれ て し まい ます 。 そ の よう に 故意 に 導き を 放 径 





29 < 訳注 > < > 内 は 訳者 に よる 挿入 。 
30 < 訳注 > 神 が ご 自身 の こと を 「 か れ 」 と 表 さ れ て いる 。 続く 「 わ れ 」 も 神 ご 自身 。 
31 < 訳注 > < > 内 は 訳者 に よる 挿入 。 
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